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第13７号 

 司書のオススメ本 ～1月の新着図書から～ 

＜1月の新着図書～ほかにもこんな図書が入りました～＞（ ）は棚番号と内容です。 

               

 ●県立図書館の子育て支援コーナーの図書は、県内のお近くの市町図書館等から取り寄せができ 

  ます。詳しくはお近くの公共図書館へご相談ください。 

 本書は娘を育てるお父さんが、各々の時期に、娘とどのように接し、何をどう努力すればいい

のかを発達心理学の観点から説明しています。 

 娘さんが中学生の場合、娘さんとお母さんが言い争いになったときは、お父さんは、余程ど

ちらかが悪い場合は別として、基本的にお母さんの味方をし、娘に夫婦が信頼し合っている姿

を見せる方がよいのだそうです。「夫婦間の仲が良いほど、また妻の夫への信頼感が高いほ

ど、娘の父親に対する反抗的な気持ちや不安は低い」という報告があるとのことです。 

 年頃の娘さんとの接し方に悩むお父さんにおススメの一冊です。 

『パパのための娘トリセツ』 

 小野寺 敦子／監修 講談社／刊 2018.11 

『さくほろっしゅわわな ゆかいなおやつ OYATSU BOOK』 

 尾上 由子／著 新星出版社／刊 2018.12  

（支援１－２ 働きながら子育て）                                                                                                                                
・『男性も女性も知っておきたい妊娠・出産のリテラシー』  

 齊藤 英和，杉森 裕樹／編 大修館書店／刊   

（支援２－１ 子どもと住む家）     

・『収納のおさよさんが教えるキレイが続く片づけ』 

 おさよさん／著 セブン&アイ出版／刊  

（支援２－２ 子どもの食事）  

・『ママがせんせい 食べてほしいもの・守ってほしいこと』     

 小林 カツ代／著 女子栄養大学出版部／刊  

（支援３－２ 子育てのヒント）  

・『学力テストで測れない非認知能力が子どもを伸ばす』 

  中山 芳一／著 東京書籍／刊  

（支援４－３ 食育） 

・『美味しい食育レシピ』 

 小嶋 隆三，小川 侑子／著  現代書林／刊  

（支援４－５ 学力）                                                         
・『ひきたよしあきの親塾 家庭で育てる国語の力』 

 ひきた よしあき／著 朝日学生新聞社／刊 

（支援５－１ 特別支援教育） 
・『ASD、ADHD、LDみんなといっしょにまなぶ・あそぶ発達 

 障害のお友だち 』 宮尾 益知／監修 河出書房新社／刊  

（支援５－２ 家庭教育） 
・『男の子を伸ばす母親が10歳までにしていること』  

 柳沢 幸雄／著 朝日新聞出版／刊 

 著者は、クッキー専門店の店主です。そんな人の紹介するクッキーは、「いくらおいしくても

作るのがすごく難しそう。」と思われるかもしれません。 

  ところが、本書で紹介されているクッキーのほとんどが身近な材料を使い、粉をふるわず、ボ

ウル一つで作れるものばかりです。おまけに、いい加減に作って、焼きムラがあったり、きっちり

材料の分量が量れていなくても「なんだかおいしいぞ」と思えるものなんだそうです。 

 「お菓子作りはめんどうだし、どうせ上手くできないから、やらない。」という方も、これなら気軽

に挑戦できるかもしれませんね。 

 

 

   表紙画像なし 
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 新しい年が始まりましたね。年末年始は、久しぶりに遠くに住む親せきや家族で集まって楽し

いひと時を過ごされた方もいらっしゃるのではないでしょうか。我が家では、遠くに住む祖母が

小学生の息子にお年玉をはずんでくれ、子どもは大喜びでした。 

 でも、息子は、お金の使い方やありがたみがよく分かっていません。なので、息子にいくらぐ

らい渡して、どうやって使わせるのがよいのか、迷っています。お金の大切さを学んでほしいと

思う今日この頃です。 

 今回は、子どものための金銭教育の本を紹介します。 

 

 『子どもにおこづかいをあげよう！ わが子がお金で困らないための 

  マネー教育を！』 藍 ひろ子／著 主婦の友社／刊 2014.8 

 著者が本書の中で提案している「おこづかいプログラム」は、「親はおこ

づかいを支払い、子どもは“家の仕事”を引き受ける」、「親子そろっておこ

づかい『会議』を開いて、金額と子どもが引き受ける“家の仕事”を、両者

合意のうえで決める」、「おこづかいでまかなう裁量を年齢に応じて大きくし

ていく」などというものです。 

 このプログラムでは、親子の間できちんと契約書を作り、子どもは家の仕

事を引き受けて遂行する、その責任に対して、おこづかいをもらうので、働

いてお金を稼ぐ疑似体験もできるようになっています。 

 我が家でもさっそく実践してみようかと思っています。 

  
 

＜子育て支援担当より＞ 
●企画展示「働きながら子育て応援Books！」を開催しています！● 
 春からのお子さんの保育所・幼稚園への入所・入園や小学校への入学を機に働こうかと考えているお母さんやお

家の方のために、働きながら子育ての秘訣本、時短家事、保育所・幼稚園などへの入学準備の本など約２００冊を

展示・貸出しています。開催期間は、３月３日（日）までです。 

 どうぞ、ご利用ください。 

●子育て支援コーナーのおもちゃについて● 
 子育て支援コーナーには、保護者の方が本を選んでいる間にお子様が手に取って遊べるようにぬいぐるみやパズ

ルなどのおもちゃを置いています。遊んだあとは、必ずもとの所へお返しくださいますようご協力よろしくお願いいたし

ます。 

＜子育て支援コーナー棚番号５－３の棚には、金銭教育に関する本があります。＞ 
 

・『エコノミストの父が、子どもたちにこれだけは教えておきたい大切なお金の話』 

  永濱 利廣／著 ワニ・プラス／刊 

・『子どものお金ＩＱ伸ばすのはどっち?』 大城 太／著 日本能率協会マネジメントセンター／刊 

・『お金のこと、子どもにきちんと教えられますか？ 自立できる子が育つお金教育』 

  河村 京子／著 青春出版社／刊 

・『毒になるお金幸せになるお金 ママと子どものためのお金レッスン３５』 

  あんびる えつこ／著 ブラス出版／刊 

・『お子さんがお金に興味をもったら読む本』 羽田野 博子／著  土屋書店／刊 

・『外資系金融マンがわが子に教えたい「お金」と「投資」の本当の話』 

  ジョン太郎／著 翔泳社／刊 

季節のお役立ち本～金銭教育の本～ 


